
八
朔
や
身
に
い
く
た
び
の
い
な
び
か
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子 

　
「
八
朔
」
と
は
、
陰
暦
八
月
朔
日
（
つ
い
た
ち
）
の
称
。
国
語

は
っ
さ
く

辞
典
に
よ
れ
ば
、
「
徳
川
家
康
江
戸
入
府
の
日
」
に
あ
た
り
、
江

戸
時
代
に
は
諸
大
名
・
旗
本
は
白
帷
子
を
着
て
登
城
し
祝
詞
を
述

べ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
農
家
で
は
豊
作
祈
願
の
行
事
が
古
く

か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。 

　
一
日
は
、
何
事
に
よ
ら
ず
切
り
の
良
い
出
発
の
日
。
湘
子
に

つ
い
た
ち

と
っ
て
昭
和
五
十
八
年
九
月
一
日
は
、
二
月
か
ら
始
め
た
「
一
日

十
句
」
の
修
行
が
半
年
を
過
ぎ
、
新
た
な
出
発
日
で
も
あ
っ
た
。 

　
「
身
に
い
く
た
び
の
い
な
び
か
り
」
と
は
、
自
分
に
降
り
か
か

る
天
命
と
も
取
れ
る
が
、
豊
年
を
期
待
す
る
再
出
発
の
祈
願
の
一

句
と
も
思
え
た
。
「
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
停
滞
す
る
」
常
に
旗
幟

鮮
明
に
、
自
分
を
弟
子
た
ち
を
鼓
舞
し
続
け
た
湘
子
で
あ
っ
た
。 

１
９
８
３
年
（s58.09.01

作
）
第
六
句
集
『
一
個
』
　
鑑
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郁
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